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Learning Support Program During Summer Vacation
for Students Returning from Temporary Leave of Absence
























食 300 円で提供することとした。職員朝会で、CA が教職員にこの実習の趣旨を説明したのち、教職員全員に
喫食申し込み書を配布した。１回目 13 名、２回目 18 名、３回目 16 名の喫食申し込みがあった。
　今回の実習では２年生の通年科目である給食実習同様に、献立作成、栄養価計算、媒体作成、食券作成、実
施後の単価計算を行う時間も計画に組み入れて、給食業務全般が学べるようにした。（表１）（写真１、２、３）








































































































　学生は支援開始 1 週目には欠席・遅刻が見られたが、2 週目以降は時間通りに登校するようになった。当初
体調不良の訴えもあったが、日を追うごとにその訴えは少なくなっていった。このことは生活リズムが整い学
習意欲が高まった結果であると考えられる。
　本事例は、コース設置後初めて経験した復学予定者への学習支援活動である。学生が長期休学からの復学を
行う場合、何らかの支援が必要なことがわかった。それは知識面のみのでなく、実技面の支援も必要であるこ
とがわかった。当該学生は、校外実習終了後に復学し、その後は、順調に学校生活を送ることができている。
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写真１　食券
写真３　栄養指導媒体②
写真５　調理実習②の料理
写真２　栄養指導媒体①
写真４　調理実習①の料理
写真 6　調理実習③の料理
